
  
   赤穂生の風景(校長ブログ) 

第１回 ウミガメプロジェクト 

 令和３年２月１８日に、駒ケ根市、駒ケ根工業高校、本校の３者で連携協定

を結んだ「ウミガメプロジェクト」の第１回目が、７月１５日に１年生対象で

行われました。 

 今回は第１回目ということで、駒ヶ根市役所総務部企画振興課の杉山さんを

はじめ関係の方々から、地域を知る講座「KOMAGANE DEEP」と題してご講演を

いただきました。 

 少子高齢化の状況を、日本全体、上伊那地域、駒ヶ根市の観点でご説明いた

だき、人口減少・少子高齢化が地域社会に与える影響を踏まえ、それぞれの地

域で住みやすい環境を確保し、将来にわたって活力ある地域を維持する方策に

ついて考えるきっかけづくりとしてご講演をいただきました。 

 駒ヶ根市の総人口は、２０１５年の３２，７５９人から、２０４５年には２

５，２０２人（予測値）となり２３，１％の減少、また出生数では、現在の高

校１年生が生まれた平成１７年の３０４名から令和２年では２００名に減少

しているという説明から、生徒の皆さんも自分事としてとらえて説明を聞いて

くれていた様子です。 

 また、その後のどのような地元地域であってほしいかという質問回答では、

「自然豊かで緑が多い街」「子供たちの遊びの場となる公園のある街」「人口が

多く活気のある街」「交通の利便性がよい街」等の意見が出ていました。また、

「今のままで」という意見に、持続可能な町づくりへの期待が感じられました。 

 探究活動に活かしていくことが可能な地域課題の一つについて具体的に教

えていただいた第１回目のウミガメプロジェクト。今後も地域の皆様と連携

し、また教えていただきながら探究的な学びを深めていきたいと思います。 
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